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令和6年6月20日（木）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗 
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	佐藤
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	休
	〇
	準
	深
	〇
	深
	〇
	準
	休
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	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	北向
	木村
	奥寺　　
	馬場
	春日

	〇
	遅B
	休
	休
	病欠
	〇
	準
	休
	深
	休

	織田
	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	
	
	
	
	

	〇
	〇
	欠
	〇
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【転出】
・伊藤　のり子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Ｂユニット103号室

【ユニット移動】
・中居　伊佐男様～東B3号室→東A13号室
・畑中　成夫様～東A13号室→東B3号室

【部屋移動】
・田名部　幸子様～東A11号室→東A14号室

＜患者様連絡事項＞
・浅沼　佑香様～本日9：30身体拘束解除するも行動落ち着かず希死念慮見られている。
　　　　　　　　再度16：40身体拘束再開されている。
・西舘　利彦様～NG-T交換施行している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、落ち着かず他室侵入や他者の私物を持ち去る迷惑行動あり早めに開放観察は終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想言動見られるが粗暴行為無し。飲水要求あるも過度では無く、
落ち着いて過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・浅沼　佑香様～身体拘束継続中。食事は両上肢解除し各食自力にて全量摂取。主治医診察にて9：30身体拘束解除となるが、帰宅要求から退室行動あり。次第に情動不安定となり興奮あるため常時見守り介入要している。精神保健指定医診察にて、16:40身体拘束再開となっている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr診察＞
・田中　邦男様～抗生剤変更されている。その他処方変更なし。

上記患者様以外処方変更なし。      
＜田名部Dr診察＞
・中居　伊佐男様～ハロマンス注50ｍｇ1A処方。スタッフ5名付き添いのもとハロマンス注
５０ｍｇ　１ｍＬ 1A筋注実施。

・袴田　将志様～明日より午前午後2時間ずつの開放観察実施予定。

上記患者様以外処方変更なし。
＜土井Dｒ診察＞
・和田 昌様～　本日初診。左臀部に表皮剝離(1cm大）あり、テラマイシン軟膏+ガーゼ保護指示あり。テラマイシン軟膏1本処方。

・松川 謙一様～仙骨部、漸次軽快。壊死組織減少あり、処置をゲーベンクリームへ変更している。

・田中　邦男様～本日初診。臀部に３×４ｃｍの表皮剝離あり、テラマイシン軟膏+ガーゼ保護指示あり。テラマイシン軟膏１本処方。

・野坂 翔様～前額部に発赤あり、ナジフロキサシンクリーム１本処方。四肢は治癒。

・坂下 榮藏様～左前腕部治癒。

・清川 一男様～陰茎、亀頭発赤、びらんあり。テラマイシン軟膏+ガーゼ保護指示あり。テラマイシン軟膏1本処方。

以外の患者様指示変更なし


＜入院患者情報①＞
日　　時：令和6年6月20日　12：20
　氏　　名：野村　泰秀（のむら　たいしゅう）様
　生年月日：昭和19年6月21日(79歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症、両側硬膜下血腫
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：柞木田Dr）　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　神奈川県にて出生、元々の本人の実家は横浜市。妻と同居し、近所に住む長男夫婦が
支援をしていた。R3年自宅の庭にて転倒し、外傷性硬膜下血腫にて東横浜病院入院加療を
受ける。その後も転倒を繰り返して、慢性硬膜下血腫、水腫にて何度も入院、手術を行っている。
入院にならないものも含めると何十回も転倒し頭部を打っている。そのたびに認知機能は階段状
に低下していた。R6年1月には自宅にて熱傷を受傷していたが本人より家族へ申し出がなく、
2日程経ってから家族が気付き皮膚科受診したところ、Ⅱ度の熱傷を負っており、皮下組織が
　壊死していた。同時期に長男が家業である実家を正式継いだこと、また同居の妻が脳卒中で
入院となり認知症も発症していたことが重なり、長男夫婦が両親二人の介護を請け負う事が困難
となり、本人の主援助者は長女となり、その後長女の住む八戸へ転居の運びとなり、R6年5月10
日より老健ひばりの里に入居している。
　　横浜市内の脳外科で硬膜下血腫・アルツハイマー型認知症の診断が下りており、認知機能の
低下は入所前からみられていた。入所時より横浜の自宅にいると思い自室を探すなど徘徊が目立
っており、若い頃に横浜で過ごしていたことを今のことのように話すこともあったがスタッフの
声掛けで落ち着く事はできていた。5/27頃より徘徊が顕著になり、テーブルの向こうに何かがあ
ると思い込み乗り越えようとすることや、1日中徘徊し足が疲弊し倒れ込みそうになる、徘徊を
制止しようとしたスタッフに杖を振り上げる等の症状がみられ始めた。不眠症状も出現し、夜間
も徘徊することから自室で臥床するようスタッフが促すと腕を振り上げ叩こうとしたり、実際に
叩くこともあった。また、「誰かが呼んでいる」「人の声がした」と訴える事や、誰かの名前（昔
の知人？）を大声で叫ぶ、誰か見えているのか「こっち来い」と呼ぶといった様子もみられ、自
身でも「頭がもやもやする」と話していた。上記症状から施設対応困難となり、家族が入院加療
を希望されている。上記経過東病棟Cユニットへ医療保護入院となっている。



＜入院患者情報②＞
　日　　時：令和6年6月20日　13：44
　氏　　名：小林　満（こばやし　みつる）様
　生年月日：昭和55年9月28日生(43歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　H10年頃より毎日晩酌するようになり、H18年夏頃より飲酒量が増大。
H19年9月連続飲酒状態となり飲酒運転や
　窃盗等の問題行動が頻回となっていたことから、同年
　11.14当院初診。以後も連続飲酒状態となり上記問題行動
　や家族への粗暴行為、器物破損行為等が頻回となっていた
　ことから、当院へ計9回の入院歴がある。H28.7.17退院し、
　同年7.21より刑務所にて薬物依存離脱指導プログラム等を
　実施。H29.5.31出所後は仮釈放・保護観察処分となり、帰八。
　H30.5.16  当院10回目の入院となり、同年6月14日に自宅へ
　退院となる。その後は当院への通院を継続していたが、飲酒
　欲求を抑えることができず、連続飲酒することがあった。R2
　年7月頃より体調不良、不眠等もあり、眠剤への依存がみられ
　るようになる。入院による断酒を希望され、R2.7.22当院11回
　目の入院となる。R2.8.25自宅へ退院し、当院への通院・服薬
　を継続していたが断酒できず、R2.10.1青森ダルクへ入所。入
　所に伴い生協さくら病院へ転医。施設でも断酒できず、R3.2.4
　退所し自宅へ戻る。通院による治療を希望され、R3.2.6当院
　再受診となる。以後、外来通院・服薬を継続。就労継続支援B
　型事業所「ベル・エポック」の利用も開始している。その後は
　週1回の定期受診を継続し、飲酒は土曜日、日曜日に2本ずつの
　飲酒を継続していた。今週に入ってから、連続飲酒状態のため
　離脱管理目的にて、本日東病棟Aユニットへ任意入院となる。
